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に明らかにした． 
第3章では，画像計測を利用したせん断型ダンパーのひ
ずみ分布特性の把握およびせん断型ダンパーの改良に
ついて述べている．実験供試体の表面に多数の点をマー
クし，載荷状態によって変化する点の動きを高精度デジ
タルカメラで撮影し，二値化処理,ラベリング,ノイズの
除去および行列の再整理などを含む画像処理を行う．つ
ぎに観測点の位置および変位を測定し,得られた点の座
標位置を節点とする定ひずみ三角形要素を用いた有限
要素法モデルによりひずみを算出する．本章では以上の
画像計測方法をまとめている．また,実験供試体におけ
る画像計測と供試体表面に貼付けた3軸ひずみゲージに
より計測されたせん断ひずみを比較し,計測の精度を確
認した．実験には4体の試験体に対してせん断繰返し載
荷試験を行い, 試験体の荷重－変形履歴曲線および画
像計測によりパネル全体の2次元ひずみ分布図を求め，
せん断パネルのひずみ分布状態が変形性能へ及ぼす影
響を調べた．以上の結果を踏まえ，せん断型ダンパーの
形式をさらに改良し, 繰り返し載荷実験により変形性
能，エネルギー吸収性能を確認したところ，著しく高い
耐震性能を有するダンパーとすることができた．  
 
 
 
 
第4章では，第2，3章の研究によって開発されたエネ
ルギー吸収性能の高い低降伏鋼パネルダンパーの橋梁 
への適用性について検討する。動的数値解析では，せん
断パネルを非線性ばね要素でモデル化し，その荷重-履
歴を完全弾塑性と仮定している．橋脚は複雑なモデルを
避け，5分割とし,回転バネを基部に設けた．入力地震波
は道路橋示法書V耐震設計編に従い，タイプ2，Ⅱ種地盤
の標準地震動を選択して用いる．動的解析は新設橋梁，
既設橋梁の両方を対象とし，固定支持，高減衰ゴム支承
など従来の橋梁支持方式と比較しつつ，せん断型パネル
ダンパーの制震効果を確認した．  
 
第5章では，本研究で得られた結論のまとめを,第2,3,4章
ごとに行っている． 
 
 本研究で得られた知見は構造物の耐震安全性の向上に
寄与するところが大きく、本研究が工学上高い価値を有す
ることを認める。以上のことから、博士論文として、合格
であると判定した。 
 
（受理 平成20年3月19日） 
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